
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 気候変動の影響による降雨量の増加等に対応するため，流域全体を俯瞰し，あらゆる関

係者が協働して取り組む「流域治水」の実現を図る「特定都市河川浸水被害対策法等の

一部を改正する法律」（令和３年法律第３１号。通称「流域治水関連法」）が令和３年５月

10 日に公布され，同年 11 月１日に全面施行となりました。 

 

○ 流域治水関連法は，流域治水に係る９つの法律が一体的に改正され，ハード・ソフト一体

で総合的かつ多層的に流域治水対策を進めるための法的枠組みとなっており，特定都市

河川浸水被害対策法（以下「法」という。）は，その中核をなすものです。 

 

○ 法改正により特定都市河川の指定要件が緩和されたことから，平成 30 年７月豪雨等に

おいて大規模な浸水被害が発生した本川水系本川を特定都市河川に指定し，流域治水

を強力に推進していきます。 

 

○ この度，中国地方では初となる本川水系本川の特定都市河川指定に向けて，法第３条第

９項の規定に基づき，当該河川の流域に係る竹原市長と下水道管理者への意見聴取の

手続を開始しましたのでお知らせします。 

 

 

（添付資料） 

 別紙１ 「流域治水」の本格的実践に向けて本川を特定都市河川に指定します 

 別紙２ 二級河川本川水系本川の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 広島県では，令和３年 11 月１日に施行された改正特定都市河川浸水被害対策法に

基づき，竹原市を流れる二級河川本川
ほんかわ

水系本川
ほんかわ

の特定都市河川指定に向けた関係者

への事前の意見聴取を実施します。 

 
 

資料５ 



 

 

 

 



      

 

 

 

 


